
 

本書の概要 

 

和算には、累円術と呼ばれる多くの円や球が外接や内接している難問が多く，本書で解

説する反転法を利用しないと，簡単には解けない。反転法は、任意の点を，その点から原

点までの距離の逆数に比例する距離に移す，という写像変換の一手法である。難しそうに

聞こえるが，反転写像の作図と簡単な反転原理の基本式さえ理解すれば，高校生でも反転

法で解ける算額の難問に挑戦できるようになる。反転法を使いこなすには，高校数学の知

識だけで十分なのである。 

実は、すでに江戸時代に，反転法とよく似た算変法という手法が和算家，法道寺善によ

り完成されている。算変法の解き方は現代手法と多少異なるが，反転不変式を用いるとい

う点では同じである。そこで本書では法道寺善著『観新考算変』原本の現代語訳と，そこ

にある問題を反転法と算変法の両方で解く方法を示した。 

本書は，いわば図形問題を反転法で解けるようになるためのハウツー本である。数学を

楽しみたい人，和算を知りたい人が，反転法とは何かを知り，その面白さ，有効性を理解

し，使用できるようになることを主たる目的としている。このため、解き方もかなりマニ

ュアル化されている。また、途中の数式変形もあまり省略せずに示した部分が多い。それ

は高校数学から改めて勉強しようとする人には，式変形の手順を思い起こせるように，そ

して式変形に慣れた人には，目で追うだけで読めるようにしたためである。 

本書で扱う図すべての反転図を作成できる PC フリーソフトも紹介している。 
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